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 悩みは誰にでもあり、生きていく中で必ず生じるものなので、悩む

こと自体は決して悪いことではありません。しかし、一人で悩みを解

決しようとしてもできないこともあります。また、身近な人に悩みを

打ち明けたら迷惑かも…って思い、つい、悩みを打ち明けることがで

きないままになることもあります。悩みを抱えたままだとストレスが

溜まりますので、体にとっていいとは言えません。 

 

そんな時には第三者に相談する手段があります。 

 ４月にもお伝えした通り、本校にも担任の他に以下の相談窓口があ

ります。 

 

・スクールカウンセラー（金曜日） 

・スクールソーシャルワーカー（木曜日午後） 

・カウンセリング指導員（毎日） 

  ※予定が変更する場合があります。申し込む前に担任、カウンセリング指導員に一度

確認をお願いします。 

 

 この他にも、高岡市内にも様々な相談窓口があります。 

 右の資料は高岡市教育センター内にある「少年なんでも相談所」

の案内です。様々な悩みに対して相談員や医療専門相談員が電話

相談。面接相談で対応されます。 

 裏面の資料は青少年相談窓口の案内です。悩みの分野に応じて

様々な機関に電話相談することができます。 

 最近ではＬＩＮＥ等、ＳＮＳを使うものや、ネットミーティン

グを利用する相談窓口もみられ、相談の手段も多様化しているよ

うです。自分に合った相談の仕方を探してみてはいかがでしょう。

例えば、下の順番で考えます。 

 

① 今すぐなのか、後でもいいか 

② 言葉による相談か文面による相談か 

③ 対面式か非対面式か 

④ 相談可能な時間帯なのかどうか 

⑤ 相談場所に複数回通うことは可能か 

 

 悩んだ時、どうしても解決できない時、誰でも相談できる場

があることを知っているだけで、安心して生活できると思いま

す。今回の相談室だよりを見えるところに掲示してはいかがで

しょう。 

 相談することで、自分の考え方や癖、意外な長所に気付きま

す。また、問題を整理し、今の状況に適した考え方に切り換え

ることができれば、自分自身の成長につながる可能性がありま

すよ。 

ほ っ と い っ ぷ く 



 
 



 



 


